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室戸岬沖南海トラフにおける深海底長期映像のアーカイブ

Archives of long-term deep seafloor video image offshore of Cape

Muroto in Nankai Trough
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　高知県室戸岬沖南海トラフの水深3572mの深海底に海底ケーブル型観測システム「海底地震総合観測システ

ム」の先端観測ステーションが1997年に設置された．先端観測ステーションは，数個体のシロウリガイが存

在する冷湧水域に位置しており，ビデオカメラ，CTD（電気伝導度，水温，深度）センサ，地中温度計，電磁

流向流速計及びADCP（音響層別流速計）が搭載されている．ビデオカメラによる海底の目視観察は1997年

4月以降，全ての水中ライトの断やビデオカメラが故障する前の2003年1月までの間実施された．目視観測の

概要は，2002年に製作されたビデオ「深海3572mに生きる－室戸沖南海トラフ4年間の記録」（岩崎・岩

井，東京シネマ新社）に紹介されている．ビデオ映像は，800本に及ぶS-VHSビデオに収録されており，今回

その全てのビデオテープをMPEG-2フォーマットでデジタル化し，電子ファイルに保存した． 

　ビデオカメラは，パン・チルト（首振り）機能を有しているが，シロウリガイが2個体，観測期間の大半を

通して存在した特定の場所をホーム・ポジションとしている．ライトが順次故障していったため，撮影条件は

全観測期間で同一ではないが，これらのシロウリガイの変化が観察されている．シロウリガイのうち1個体は

2001年5月に死んだとみられ，もう1個体は2001年8月に視野外に移動した．また，観測期間の初期の段階で

は，一方の個体の脇に小規模なバクテリアマットが周期的に消長する現象が見られる． 

　これらのMPEG-2ファイルのオンライン公開は現在のところ計画していないが，オフラインでの提供は近い

将来に可能になると考えており，化学合成生態系の研究への寄与を期待している．
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